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飯山市公民館
Ins tagram を
始めました。
フォローを
お願いします

小菅の重要文化的景観選定10周年記念ピアノコンサート

「心に刻むピアノの調べ」
～西洋と日本の鐘の音に見える景色～

　飯山市ふるさと館 ℡ 0269-67-2030　月曜休館（二次元コードからもお問合せいただけます） 問

　飯山市瑞穂の「小菅の里及び小菅山の文化的景観」が国重要文化的景観に選定されて 10周年を迎えます。
文化的景観は人々の暮らしと結びついた景観です。ふるさとの景色、寺まちの鐘の音をピアノのメロディに
乗せてお届けします。
◆出　演　　　　日南由紀子・持田佳音
◆日　時　　　　6月 20日（金）　18:00 開演（開場 17:30)
◆会　場　　　　飯山市文化交流館なちゅら　大ホール
◆入場料　　　　一般2,000円　高校生以下1,000円（全席自由・税込）
◆プレイガイド　 飯山市ふるさと館（9:00-17:00 月曜休館）
　　　　　　　　飯山市文化交流館なちゅら（9:00-17:00 火曜休館）
　　　　　　　　ヒオキ楽器中野店　℡0269-26-7070
◆チケット販売　４月27日（日）午前９時発売
◆主　催　　　　飯山市・飯山市教育委員会

申込先　飯山市公民館　℡ 0269-62-3342問

令和7年度

受講生募集前期成人講座
　飯山市公民館では、市内に在住またはお勤めされている成人の方を対象に成人講座を開催します。趣味作りや健康
増進、交流の場作りなど目的はさまざまですが、みんなで楽しく学びませんか。今回は市民の皆さんのやりたいこと
を実施する「市民講座」も開催します。

　小菅の重要文化的景観選定 10周年に合わせて企画展を予
定しています。企画展初日に「小菅ってどんな所？」という
基本事項や、企画展の見どころについて、学芸員が解説します。

はじめてのフラダンス
　経験、衣装がない方も大歓迎！幅広い年代の方が踊っている
フラダンス、この機会に楽しく踊ってみましょう。

夏の郷土料理
　冷や汁・やたら・茄子のおやきなど、夏の郷土料理を 3回
にわたって作ります。飯山の食文化に触れてみませんか？

◆日　時　6/19（木）、7/3（木）、7/17（木）
　　　　　10:00 ～ 12:30
◆場　所　飯山市公民館　料理実習室
◆定　員　15名
◆持ち物　エプロン・マスク・タッパー・
　　　　　三角巾（バンダナ）
◆受講料　600円（3回分） 
◆材料費　900円（3回分）

【講師】飯山食文化の会の皆さん

◆日　時　6/14（土）10:00 ～ 11:10
◆場　所　飯山市公民館　101会議室、ふるさと館
◆内　容　座学（公民館）、学芸員と展示見学（ふるさと館）
◆定　員　20名 
◆受講料　200円
◆入館料　200円（ふるさと館入館料）
◆持ち物　筆記用具

小菅の魅力 再発見講座

【講師】丑山直美
（飯山市ふるさと館学芸員） ◆日　時　6/16（月）、6/30（月）、7/14（月）、7/28（月）

　　　　　19:00 ～20:30
◆場　所　飯山市公民館　講堂
◆定　員　20名
◆受講料　800 円（4回分）
◆持ち物　水分補給ができるもの、（お持ちの方は）パウスカート
◆服　装　動きやすい服装、靴下や丈の短いストッキング（練習
　　　　　は素足で行います）

【講師】島貫美佳さん
（Mea Hula Studio）

やりたいことやってみよう！市民講座

【講師】市民の皆さん
【お申込方法】
右の二次元コードにアクセスし、必

要事項を入力するか、平日 8:30 から
17:00 の間に飯山市公民館窓口へご相談
ください。
※講座の実施は 7月～ 9月頃を予定して
います。

成人講座の申込
フォームはこちら
　（4講座共通）

◆右の二次元コードもしくは電話
でお申込ください。

◆各講座は先着順ではありません。
申込数が定員を超えた場合は抽
選となります。

◆対象は、飯山市内在住もしくは
市内にお勤めの方です。

◆市民講座は左上の二次元コード
からお申込ください。

受付期間:4/15㊋～5/8㊍（市民講座は5/31㊏まで）

講座のお申込についてリアルイラストに挑戦！

【講師】柳澤秀紀さん
（イラストレーター）

◆日　時　5/30（金）、6/13（金）、6/20（金）、6/27（金）
　　　　　19:00 ～ 21:00（講師スケジュールにより7月の金曜
　　　　　日に日程を変更する場合があります）
◆場　所　飯山市公民館　205 教室
◆定　員　10名
◆受講料　800円（4回分）
◆材料費　1,200 円（4回分）
◆持ち物　使い捨て雑巾やタオル、筆を洗う容器、消しゴム、（以
　　　　　下、お持ちの方は）赤いボールペン、鉛筆（H、5B）

　図鑑などでイラストを描いているプロのイラストレーターか
ら、リアルイラストの描き方を学んでみませんか？

　市民の皆さんが考えた講座を実施します。「ボードゲームの
メンバーを集めたい」「編み物の楽しさを紹介したい」など、
何でもかまいせん！気軽にご相談ください！

日南由紀子さん 持田佳音さん

【
魅
力
あ
る
風
景
を
未
来
へ
】

　
地
域
の
自
然
環
境
の
な
か
で

生
活
を
営
み
、
長
い
年
月
を
か

け
て
形
づ
く
ら
れ
た
地
域
な
ら

で
は
の
景
観
を
文
化
的
景
観
と

い
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
に

と
っ
て
見
慣
れ
た
風
景
や
日
々

の
営
み
は
ご
く
普
通
の
こ
と

で
、
身
近
で
あ
る
ゆ
え
に
そ
の

魅
力
に
気
が
付
か
ず
、
い
つ
の

間
に
か
昔
見
た
ふ
る
さ
と
の
風

景
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た

な
ん
て
こ
と
も
…
。
そ
ん
な
地

域
の
魅
力
あ
る
風
景
を
未
来
に

継
承
す
る
た
め
、
全
国
各
地
で

文
化
的
景
観
の
制
度
を
活
用
す

る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
飯
山
市
に
お
い
て
も
、
数
多

く
の
文
化
財
を
有
し
、
歴
史
の

積
み
重
ね
の
な
か
で
景
観
が
継

承
さ
れ
て
き
た
小
菅
の
優
れ
た小菅集落からみえる妙高山

重
要
文
化
的
景
観

重
要
文
化
的
景
観

シリーズ

〜
小
菅
の
里
及
び
小
菅
山
の
文
化
的
景
観
〜

風
景
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
文
化
的
景

観
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
平
成
27
年

（
2
0
1
5
年
）
１
月
、
小
菅

が
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。
重
要
文
化
的
景
観

と
は
、
文
化
的
景
観
の
な
か
で

も
地
域
の
特
色
を
示
す
代
表
的

な
も
の
、
他
に
例
を
み
な
い
独

特
な
も
の
と
し
て
国
に
よ
っ
て

選
定
さ
れ
た
も
の
で
「
風
景
の

国
宝
」
と
も
い
え
ま
す
。

　
こ
の
連
載
で
は
、
重
要
文
化

的
景
観
「
小
菅
の
里
及
び
小
菅

山
の
文
化
的
景
観
」
の
魅
力
や

現
在
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

※
令
和
7
年
（
2
0
2
5

年
）
は
小
菅
が
重
要
文
化

的
景
観
に
選
定
さ
れ
て
10

周
年
で
す
。
10
周
年
に
合

わ
せ
て
、コ
ン
サ
ー
ト
（
下

記
参
照
）
や
企
画
展
の
解

説
講
座
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

お知
らせ



3031  生涯学習だより / 25.4

　ふるさと飯山の歴史や自然・文化をより身近に感じていた
だくため、年間を通して開催している「ふるさと館たいけん
工房」。春～夏のメニューを紹介します。
　詳細な内容や申し込みについては、各回前月号の市報で随
時お知らせいたしますので、どうぞお見逃しなく！
① 5/17（土）　9:00 ～ 11:30 城下町いいやま探検隊！
② 6/14（土）10:00 ～ 11:30 ぺったんぺったん笹もち作り
③7/12（土）  10:00 ～ 11:30ポワン♡内山紙の灯り
④ 8/9（土）　  9:00 ～ 11:30夏のぞうりを作ろう

さあ～！ いよいよ、始まるよ！

↑飯山市ふるさ
と館へのお問合
せは上の二次元
コードから行え
ます

お知
らせ 『ふるさと館たいけん工房』

飯
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化
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開
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30
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（
開
場
午
後
１
時
）

な
ち
ゅ
ら
る
寄
席

令
和
七
年
度
4
回
シ
リ
ー
ズ
第
1
回

木戸銭 500円（全席自由）

プレイ
ガイド

飯山市文化交流館なちゅら
※火曜日休館
電話予約可
℡0269-67-0311

主  催 飯山市／飯山市教育委員会

真打によ
る

独演会！
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ら
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を
今
年
も
年
４
回
お
届
け
し
ま
す
。
出
演
は
真
打
に
よ
る
本
格
派
。

ワ
ン
コ
イ
ン
（
5
0
0
円
）
で
1
時
間
ほ
ど
の
落
語
を

お
気
軽
に
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

5
月
17
日
㊏千葉県出身

平成20年　春風亭昇太に入門
平成25年　二ツ目昇進
令和4年　  真打昇進

春
風
亭
昇
也

【春風亭昇也】

発売日 4月12日（土）

お知
らせ

飯山市美術館
前期収蔵品展のお知らせ

　4月 23日（水）より、令和７年度前期収蔵品展が
始まります。美術館に所蔵されている作品 60 点余
りを展示しています。長谷川青澄はじめ、岩上隆静、
山本直治などの作品をぜひこの機会にご覧ください。

信濃のりんご園　山本直治

※ 200 円～ 500 円の材料費がかかる講座もあります。
※都合により日程や内容が変更となる場合がありますので、
ご了承ください。

　飯山市ふるさと館 ℡ 0269-67-2030　月曜休館 問

参加者
募集 城下町いいやま探検隊！

　お寺のつづく町なみを、お話を聞きながら歩い
てみよう。
◆日　　時　5月 17日（土）9:00 ～ 11:30
◆講　　師　松澤重慶さん
　　　　　　（ふるさと館市民学芸員）
◆集　　合　9:00　ふるさと館前集合
◆コ ー  ス　ふるさと館～西敬寺～正受庵～
　　　　　　忠恩寺～称念寺～展示試作館～
　　　　　　ふるさと館
◆対　　象　市内小学生以上（大人・親子も参加
　　　　　　可能）
◆定　　員　20名
◆参 加  費　無料
◆持 ち  物　水筒、筆記用具、帽子、歩きやすい
　　　　　　服装
◆申込締切　5月 11日（日）

ふるさと館たいけん工房①

　飯山市ふるさと館 ℡ 0269-67-2030　月曜休館 問
飯山市美術館 ℡ 0269-62-1501　月曜休館問

◆会　  期　4 月 23 日（水）～ 5 月 28 日（水）
◆休 館 日　毎週月曜日
　　　　　　（月曜祝日の場合翌日休館）
◆入 館 料　大人 300 円・小中学生 200 円
　　　　　  （市内小中学生は無料）
※ 4月 22日（火）、5月 29日（木）～ 6月 6日（金）
は臨時休館となります。

飯山雪国大学文化講演会

明日、必ず誰かに話したくなる経済学

◆期　　日　7月６日（日）
◆時　　間　13:30 ～ 15:00（開場 13:00)
◆会　　場　飯山市文化交流館なちゅら　大ホール
※事前申込は不要、入場は無料です。
【門倉さんプロフィール】
　1971年神奈川県生まれ。1995年銀行系シンクタンク入社。
　2002年から 2005 年まで生保系シンクタンク経済調査部主任エコノ
ミストを経て、現在はＢＲＩＣｓ経済研究所代表。同研究所の活動とあ
わせて、フジテレビ「ホンマでっか！？ＴＶ」、テレビ朝日「ビートた
けしのＴＶタックル」など各種メディアにも出演中。雑誌・ＷＥＢでの
連載や各種講演も多数行っている。

　飯山市公民館　℡ 0269-62-3342 問

【講師】
エコノミスト・ＢＲＩＣｓ経済研究所代表

門
かどくら
倉　貴

たかし
史 さん

参加者
募集

　先の見えない時代、エコノミストで各種メディアにも出演している門
倉さんより、わかりやすい経済学を学んでみませんか？

参加者
募集 「古文書講座」開講のお知らせ

　今年も古文書講座を開講します。飯山市域に関する江戸
時代の古文書を読みます。古文書を通して地域の歴史を学
びませんか。今年から始めたい方も大歓迎です！
◆期　　日　5/27（火）、6/24（火）、7/29（火）、8/26（火）、
　　　　　　9/30（火）、10/28（火）（全６回）
◆時　　間　13:30 ～ 15:30（休憩あり）
◆場　　所　飯山市公民館 206教室
◆講　　師　樋口和雄先生（飯山市文化財保護審議会長）
◆定　　員　20 名
◆受 講  料　600 円（6回分）
◆申 込  先　飯山市ふるさと館
◆申込期間　4/22（火）～ 5/9（金）

寺子屋いいやま

　飯山市ふるさと館 ℡ 0269-67-2030　月曜休館 問 春～夏の講座のお知らせ
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老
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の
お
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ら
せ

　
４
月
28
日
か
ら
10
月
21
日
ま

で
の
毎
月
第
２
・
第
４
火
曜

日（
会
場
や
祝
日
の
都
合
上
、

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
）
午
後
1
時
30
分
〜
午

後
3
時

　
飯
山
市
公
民
館
講
堂

　
内
容
は
、
①
時
期
に
ふ
さ
わ

し
い
講
話
等
、
②
童
謡
・
唱
歌
、

③
レ
ク･

軽
運
動
等
（
各
30
分

単
位
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◇
や
し
ょ
う
ま
作
り
講
習
会

　
3
月
2
日
、
や
し
ょ
う
ま
作

り
講
習
会
を
開
催
し
、
総
勢
20

名
を
超
え
る
皆
さ
ん
が
、
和
気

あ
い
あ
い
と
伝
統
の
郷
土
食
作

り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
1
工

程
ず
つ
じ
っ
く
り
と
取
り
組
み
、

梅
の
花
模
様
の
や
し
ょ
う
ま
を

作
り
ま
し
た
。
糸
で
切
る
と
断

面
に
美
し
い
花
模
様
が
現
れ
、

参
加
者
か
ら
は
「
わ
〜
、
き
れ

い
〜
！
」
と
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。

◇
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
塗
装
し
ま

す
　
5
月
25
日
㈰
に
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
（
通
学
路
）
塗
装
を
行
い

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

で
す
。
当
日
朝
６
時
に
秋
津
地

区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
！

◇
第
69
回
木
島
地
区

　
　
　
　
　
　
市
民
運
動
会

　

第
69
回
木
島
地
区
市
民
運

動
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
5
月
11
日
㈰
午
前
８
時
〜

　
木
島
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

◇
楽
し
い
集
い

　
３
月
30
日
、
瑞
穂
公
民
館
で

囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
・
オ
セ
ロ

大
会
、
東
小
学
校
で
ピ
ン
ポ
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
民
館
で
は
、
オ
セ
ロ
に
大

勢
の
方
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ピ
ン
ポ
ン
大
会
は
、
こ
ど
も

の
部
の
参
加
が
去
年
よ
り
増

え
、
皆
さ
ん
気
持
ち
の
良
い
汗

を
か
か
れ
て
い
ま
し
た
。

◇
第
40
回
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
開
催

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
が
3
月
9
日
に
行

わ
れ
、
7
集
落
か
ら
17
チ
ー
ム

約
1
0
0
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
中
に
は
小
学
校
入
学

前
の
子
ど
も
を
連
れ
た
チ
ー
ム

の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
後
に

公
民
館
で
行
わ
れ
た
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
で
は
、
自
分
た
ち
で
集
め

て
き
た
肉
・
野
菜
な
ど
を
お
い

し
そ
う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
会
場
で
は
子
ど
も
会

育
成
会
の
主
催
に
よ
る
ビ
ン
ゴ

大
会
も
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

◇
オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
学
習
会

　
3
月
8
日
に
オ
ヤ
マ
ボ
ク

チ
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

富
倉
そ
ば
に
は
欠
か
せ
な
い
つ

な
ぎ
の
ア
イ
テ
ム
で
あ
り
、
ボ

ク
チ
を
育
て
る
に
は
大
変
手
間

暇
が
か
か
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
当
地
で
は
小
麦
が
と
れ
な

く
、
臭
み
が
な
く
風
味
を
損
な

わ
な
い
オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
を
そ
ば

の
つ
な
ぎ
と
し
て
長
年
使
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
齢
化

に
よ
り
現
在
ボ
ク
チ
を
育
て
て

い
る
方
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。

　

オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
は
、「
雄
山

火
口
」
と
書
き
ま
す
。
キ
ク

科
ヤ
マ
ボ
ク
チ
属
の
多
年
草
で

す
。
ア
ザ
ミ
類
で
あ
る
が
、
山

菜
と
し
て
「
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
」
と

称
さ
れ
て
い
ま
す
。
語
源
は
、

茸
毛
（
じ
ょ
う
も
う
、
葉
の
裏

に
生
え
る
繊
維
）
が
火
起
こ
し

時
の
火
口
（
ぼ
く
ち
）
と
し
て

用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
呼
ば
れ

ま
し
た
。

◇
ギ
フ
チ
ョ
ウ
・
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ

ウ
・
カ
タ
ク
リ
の
花
観
察
会

　
5
月
10
日
㈯
午
前
9
時

　
　
　
　
外
様
公
民
館
出
発

※
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
な
ど
を
通

　
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
と
き
わ
寺
子
屋
春
休
み
編

　

と
き
わ
寺
子
屋
が
3
月
12

日
・
13
日
の
二
日
間
に
わ
た

り
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
の
べ

1
1
8
名
の
児
童
が
参
加
し

春
休
み
の
宿
題
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

◇
囲
碁･

将
棋･

麻
雀･

　
卓
球･

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
大
会

　
3
月
15
日
に
行
わ
れ
、囲
碁・

麻
雀
・
卓
球
大
会
に
26
名
が
参

加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

◇
第
15
回
常
盤
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会

　
5
月
18
日
㈰
午
前

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◇
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
交
流
会

　

3
月
2
日
に
岡
山
公
民
館

で
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
囲
碁
・
将
棋
の
部
は
、
参
加

者
の
人
数
が
足
り
ず
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

アプリの活用法を確認しました

　
麻
雀
の
部
に
は
12
名
の
参
加

が
あ
り
、
い
ざ
始
ま
る
と
参
加

者
は
真
剣
な
表
情
で
し
た
が
、

時
折
笑
い
声
も
聞
こ
え
、
良
い

交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

◇
〜
便
利
な
ア
プ
リ
を
活
用

し
よ
う
！
〜

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

　

㈲
信
越
電
機
の
石
澤
裕
子

さ
ん
、
石
澤
巧
さ
ん
指
導
の
も

と
、
3
月
17
日
に
温
井
多
目

的
交
流
セ
ン
タ
ー
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
便
利
な
ア
プ
リ
2

選
と
し
て
「
Y
a
h
o
o
!
防

災
」、「
G
o
o
g
l
e
マ
ッ
プ
」

に
絞
っ
て
行
い
ま
し
た
。

　

最
高
齢
で
88
歳
の
方
も
参

加
を
し
て
い
た
だ
き
、
普
段
の

生
活
の
中
で
も
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

を
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
で
、
真
剣
に
メ
モ
を
取
る
姿

も
あ
り
ま
し
た
。

チームで記念撮影

学
び
へ
の
情
熱
を
燃
や
し
続
け
た
い

【
老
燃
教
室
に
参
加
】

　
私
は
、
飯
山
公
民
館
が
開
催

し
て
い
る
老
燃
教
室
に
毎
年
参

加
し
て
い
ま
す
。
老
年
で
は
な

く
老
燃
教
室
。「
高
齢
者
に
な

っ
て
も
学
び
へ
の
情
熱
を
燃
や

し
続
け
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
意

味
を
込
め
て
こ
の
字
を
あ
て
て

い
る
の
だ
そ
う
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
学
習
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
教
室
は
1
回
に
つ
き
3
講

座
ず
つ
開
か
れ
ま
す
（
各
講
座

は
30
分
ず
つ
で
す
）。
軸
に
な
っ

て
い
る
の
は
童
謡
で
、
毎
回
メ

ニ
ュ
ー
に
入
っ
て
い
ま
す
。
懐

か
し
い
童
謡
を
歌
っ
て
、
感
性

や
記
憶
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
講

師
の
先
生
が
、
そ
の
歌
や
作
曲

者
や
作
詞
者
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
も
紹
介
し
て
く
だ

さ
る
の
で
、
よ
け
い
楽
し
く
歌

え
ま
す
。
去
年
歌
っ
た
「
港
」

と
い
う
、
私
た
ち
の
年
代
で
は

誰
も
が
知
っ
て
い
る
〈
♩
空
も

港
も
夜
は
晴
れ
て
…
〉
で
始
ま

る
あ
の
歌
も
、
今
の
子
ど
も
は

全
然
知
ら
な
い
ん
で
す
っ
て
ね
。

私
た
ち
が
歌
う
こ
と
で
、
す
て

き
な
童
謡
の
数
々
が
後
世
に
少

し
で
も
伝
わ
り
や
す
く
な
る
の

か
な
、
な
ん
て
思
っ
た
り
も
し

て
い
ま
す
。

　

老
燃
教
室
は
と
に
か
く
楽

し
い
。
私
に
は
、
1
年
間
に
こ

の
老
燃
教
室
の
時
に
だ
け
会
う

人
（
学
友
）
も
い
ま
す
。「
久

し
ぶ
り
ね
。元
気
に
し
て
た
？
」

「
え
え
、
あ
な
た
も
お
元
気
そ

う
で
」。
今
年
も
こ
ん
な
会
話

が
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

警
察
署
に
よ
る
高
齢
者
の

交
通
安
全
教
室
に
、
市
の
出

前
講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
は
健

康
講
座
や
人
権
講
座
、
そ
れ
に

ゴ
ミ
の
問
題
や
詐
欺
に
だ
ま
さ

れ
な
い
た
め
の
講
座
も
。
市
の

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
皆
さ
ん

か
ら
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
教
わ

り
な
が
ら
楽
し
く
汗
を
流
し
た

り
、
ほ
か
に
も
市
民
講
師
を
招

い
て
太
極
拳
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
や

リ
ト
ミ
ッ
ク
で
体
を
動
か
し
た

り
も
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
老

燃
教
室
で
数
独
を
体
験
し
た

ら
と
て
も
楽
し
く
て
、
私
は
新

聞
で
も
数
独
を
見
つ
け
る
と
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
学
習

飯
山
地
区
　
相
澤
　
は
ま
江

で
と
て
も
楽
し
い
思
い
が
で
き

た
と
思
っ
た
ら
、
参
加
賞
や
皆

勤
賞
ま
で
い
た
だ
け
た
の
に
は

び
っ
く
り
（
こ
ん
な
に
し
て
い

た
だ
い
て
い
い
の
か
し
ら
）。

【
つ
な
が
り
を
作
る
場
】

　

今
年
も
お
年
寄
り
仲
間
で

楽
し
く
学
び
た
い
と
思
い
ま

す
。
公
民
館
は
、
た
だ
楽
し
ん

だ
り
学
ん
だ
り
す
る
だ
け
で
な

く
、
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
人

と
知
り
合
い
仲
良
く
な
る
場

で
あ
り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
作
る
場
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
一

番
楽
し
い
。
学
ぶ
意
欲
の
あ
る

人
が
、
学
び
を
通
じ
て
交
流
す

る
。
私
は
、
特
に
敬
老
の
日
の

時
分
に
な
る
と
、
高
齢
者
が
学

び
交
流
で
き
る
こ
の
老
燃
教
室

は
と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
も
の

だ
な
あ
、
と
し
み
じ
み
思
っ
て

い
ま
す
。

　
今
年
の
老
燃
教
室
は
４
月
28

日
に
第
1
回
目
が
開
催
さ
れ
、

5
月
か
ら
10
月
ま
で
は
月
に

2
回
ず
つ
、
全
13
回
開
催
さ

れ
る
と
の
こ
と
。
私
は
だ
ん
だ

ん
目
が
悪
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
学
び
へ
の
情
熱
は
、
失
う

ど
こ
ろ
か
増
し
て
い
ま
す
。
老

燃
教
室
で
、
今
年
も
張
り
切
っ

て
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
筆
者
紹
介
】

　
元
看
護
師
の
相
澤
さ
ん
は
、
健

康
講
座
や
子
育
て
講
座
の
講
師
を

務
め
た
経
験
を
お
持
ち
で
す
。「
聴

衆
の
方
が
前
の
方
に
座
っ
て
く
れ

る
と
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

と
語
る
相
澤
さ
ん
は
、
老
燃
教
室

で
は
い
つ
も
前
の
方
の
席
に
座
ら

れ
る
、
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
学
び
へ
の
情
熱
を
燃

や
し
続
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　
　
　
　
　（
飯
山
公
民
館
）

時場時場

時場時

時場時
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おはなしひろば
毎週土曜日（奇数月第３は除く）

開催します！

趣
　
味
・
実
　
用

生
成
Ａ
Ｉ
活
用
の
最
前
線

バ
ー
ナ
ー
ド　
マ
ー

安
心
し
て
働
く
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
仕
事
術

橋
本 

和
則

「
で
き
る
」
ブ
リ
ー
フ
セ
ラ
ピ
ー

吉
田 

克
彦

西
国
三
十
三
か
所
め
ぐ
り

昭

文

社

山
岳
信
仰
と
修
験
道

鈴
木 

正
崇

今
さ
ら
聞
け
な
い
現
代
韓
国
の
超
基
本

朝
日
新
聞
出
版

警
察
官
の
こ
の
こ
日
記

安
沼 

保
夫

女
性
社
外
取
締
役
の
リ
ア
ル
ガ
イ
ド

大
塚 
泰
子

図
解
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
協
同
組
合
入
門

杉
本 
貴
志

安
心
し
て
在
宅
避
難
す
る
た
め
の
お
う
ち
防
災
ア
イ
デ
ア

М
ｉ
ｓ
ａ

と
っ
さ
に
言
葉
が
出
て
こ
な
い
人
の
た
め
の
脳
に
効
く
早
口
こ
と
ば
ス
パ
ル
タ

川
島 

隆
太

お
す
も
う
さ
ん
直
伝
!
か
ん
た
ん
家
ち
ゃ
ん
こ

飯
塚 

さ
き

こ
の
オ
ム
ラ
イ
ス
に
、
付
加
価
値
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

柿
内 

尚
文

日
本
語
か
ら
の
祝
福
、
日
本
語
へ
の
祝
福

李 

琴

峰

戦
争
と
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家

西
村 

京
太
郎

よ
　
み
　
も
　
の

遊
園
地
ぐ
る
ぐ
る
め

青
山 

美
智
子

追
跡

伊

岡 

瞬

し
ず
か
な
パ
レ
ー
ド

井
上 

荒
野

汽
水
域

岩
井 

圭
也

デ
ィ
ア
・
オ
ー
ル
ド
・
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

小
野
寺 

史
宜

我
ら
が
緑
の
大
地

荻

原 

浩

リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
パ
レ
ッ
ト

大
崎 

善
生

リ
ペ
ア
ラ
ー

大
沢 

在
昌

人
生
劇
場

桜
木 

紫
乃

初
瀬
屋
の
客

西
條 

奈
加

口
外
禁
止

下
村 

敦
史

梅
の
実
る
ま
で

高
瀬 

乃
一

月
収

原
田 

ひ
香

月
と
ア
マ
リ
リ
ス

町
田 

そ
の
こ

猫
の
刻
参
り

宮
部 

み
ゆ
き

逃
亡
者
は
北
へ
向
か
う

柚
月 

裕
子

ピ
ア
ノ
を
尋
ね
て

ク
オ 

チ
ャ
ン
シ
ェ
ン

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

　
　

あなたの春はどんな春？
読書ポイントカード
　　  も実施中！

図書館
ニュース

✿開館時間と休館日✿
　【開 館 時 間】
     火～金     9:30 ～ 18:00
    土・日・祝       9:30 ～ 17:00
 【休 館 日】
　月曜（祝日の場合は 翌平日 )・最終木曜       
　年末年始 ・ 蔵書整理期間等

【市立飯山図書館 ℡ 0269-62-1118】

◇ 5月図書館カレンダー ◇
1 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
2 金 移動図書館車④太田 ･富倉
3 土 10:30 ～おはなしひろば
4 日
5 月 コミュニケーターおはなし会＠菜の花まつり

6 火
7 水 休館日 (祝日振替 )
8 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
9 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
10 土 10:30 ～おはなしひろば
11 日
12 月 休館日
13 火
14 水 移動図書館車①北原 ･常盤
15 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
16 金 移動図書館車④太田 ･富倉
17 土 11：00～ブックスタート
18 日
19 月 休館日
20 火
21 水 移動図書館車③温井 ･秋津
22 木
23 金
24 土
25 日 　蔵書点検に伴う休館日
26 月 　　　5/22 ～ 5/30
27 火
28 水
29 木
30 金
31 土 10:30 ～おはなしひろば

Instagram

※予約は事前にパスワード
　の登録が必要です

随時更新中！

蔵書検索・予約

【 かがみの孤城 】

今月のテーマコーナー

■の日は休館です

in いいやま菜の花まつり

いい山えほんコミュニケーターの

日　程 ： 5 月 5日（こどもの日）

場　所 ： 飯山市 菜の花公園

おでかけ　おはなし会

日　程 ： 5 月 5日（こどもの日）日　程 ： 5 月 5日（こどもの日）
10：00～ 15：00

（雨天中止）

蔵書点検ボランティア募集します

　図書館に所蔵されている資料のバーコードを 1冊ずつ読み取る
作業を行っていただける方を募集します。【定員 10名程度】
上記期間のうち半日・１日・２日間のご希望をお知らせください。
（※応募人数によっては、日程を調整させていただく場合があります。）
どなたでもお気軽に！ご応募お待ちしております。【締切 4/30 ㈬】
　詳しくは図書館（℡ 0269-62-1118）へお問い合わせください。

ピッ！5月 22日㊍ 23日㊎

　紙や布、植物、生きもの、お金、
野菜、カビ！微細な世界を目で見る
よりももっと近くで見たことはあり
ますか？
　この本はけんび鏡で見た画像だ
けでなく、分かりやすい図解イラス
トと可愛らしいキャラクターのイラ
スト満載で、大人でも子どもでも楽
しめる科学の本です。観察方法のや
り方も説明されているので、この一
冊とけんび鏡があれば自由研究もは
かどりそうです。近くで見れば見る
ほど物や生物の仕組みが理解でき
る！けんび鏡でしか見られない世界
をのぞいてみませんか？

岩崎書店
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移動図書館
巡回日程表

令和７年 5月より、毎週土曜日
（奇数月の第３土曜日は行いません）
おはなしひろばを開催します。
 未就学児から小学校低学年程度の
お子さまと保護者の方々、ご一緒に
絵本を楽しんでみませんか。

　【春】と言ったら何を思い浮かべま
すか？図書館では春を感じる草花や
ガーデニング、または「春はあけぼの」
にちなんで、睡眠や健康に関する本
など、さまざまな春に関する本を揃
えたコーナーを設置しています。

市内団体の皆さまへ

児童向け図書の団体貸出をご活用ください
　市立飯山図書館では市内の社会教育団体や学校等を対象に
団体貸出サービスを行っています。
　絵本や児童書のほか、大型絵本や大型紙芝居、パネルシアター
も貸出可能ですので、ぜひご活用ください。

子ども読書の日

こどもの読書週間

特別企画

日程： 4月 20日㈰

場所：市立飯山図書館　
       　多目的室
　　＜入場無料・予約不要＞

【 本のまくら 】

最初の一文を参考に本を選んで
みませんか？
新たな本との出会いが
あるかもしれません！

   * 開催期間 * 
 4 月 10 日㈭
 ～ 5月 21日㈬

① 10：00～ 12：00
② 14：00～ 16：00

えほんコミュニケーター
おすすめ絵本

『トマトさん』

　暑い夏の日、真っ赤に熟れたトマトさんが、地面に落ちて
しまいます。ミニトマトたちは小川へ「ころころ」と飛びこ
んでいきますが、トマトさんは体が重くて転がっていけませ
ん。太陽に照らされているうちに、トマトさんは、どんどん
あつくなってきて……。本当はみんなと一緒に「わたしもお
よぎたい」と言い出せないトマトさん。そこに通りかかった
ありさんが「そうだったの」と仲間たちを呼んできて助けて
くれます。困った時にサッと手を差し伸べてくれる仲間の行
動が、「ひとりぼっち」じゃないんだと安心させてくれます。
また、「ごろんごろん」転がるトマトさんと、「ころころぽっちゃ
ん」と落ちていくミニトマトたちの音も楽しんで下さい。

田中清代 作 / 福音館書店

DVD 上映会

～書き出しで選ぶ１冊～

山田　郁子さん
『 猫 山 』

　児童文学作家の斎藤隆介さんと、切り絵作家の滝平二郎さ
んコンビの作品の数々は、皆さんよくご存知のものが沢山あ
ると思います。その中のひとつ「猫山」を紹介します。
　イワナ釣りで沢の奥に入ってしまった三平は道に迷い、森
の中の家に泊めてもらうことにしました。家に入れてくれた
女の子は前に三平の家にいた白猫に似ていました。その家の
中にいた沢山の子ども（ネコ）と白髪の婆さん…。その白髪
の婆さんの正体は？沢山の子ども（ネコ）の行方はどうなる
のか、読んでいてもハラハラドキドキの連続です。小学校の
読み語りでもとても人気のある一冊です。

柳　節子さん

斎藤隆介 作・滝平二郎 絵 / 岩崎書店

　絵本で育てるまちづくり事業

斎藤隆介 作・滝平二郎 絵 / 岩崎書店

児童向け図書の団体貸出をご活用ください
　市立飯山図書館では市内の社会教育団体や学校等を対象に

児童向け図書の団体貸出をご活用ください


